
人間の安全保障は、人が紛争やテロ、犯
罪、自然災害、感染症等の“恐怖”から自由
になること、また、貧困、栄養不良、教育・保
健等の生きるうえで必要なものの“欠乏”から
自由になることを目指す。

自然災害や感染症によって貧困が深刻化し
て教育の機会が奪われたり、貧富の格差が
治安を悪化させて紛争を再発させたりと、“恐
怖からの自由”と“欠乏からの自由”とはたが
いに結びついており、包括的な対応が必要
になる。

さらに人間の安全保障は、人が単に生存す
るだけでなく、個人や社会の潜在能力を伸ば
し、自由と可能性を実現すること、言い換え
れば“尊厳”をもって生きる権利が保障された
社会を目指している。

恐怖、欠乏、尊厳

人間の安全保障（Human Security）とは何ですか？
「すべての人々は、恐怖と欠乏から自由になり、尊厳をもって生きる権利を有し、

国際社会と各国政府は、その権利が保障された社会を創る責務を有する」とする理念です。

urbancow/gettyimages

「人間の安全保障」が提唱されてから25年以上が経つ。
その間にますますグローバル化や技術革新が進み、世界は豊かさを増したが、

新型コロナウイルスは、世界を取り巻く複雑に絡み合ったさまざまな脅威を顕在化させた。
このような時代にあって、JICAは「新時代の人間の安全保障」を掲げ、その実現に向けて

どのような理念をもち、行動を起こし、取り組みの手法を強化しているのか─
人々が安全に暮らし尊厳をもって生きるための新しい方針と実践を紹介しよう。
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感染症

自由・権利の抑圧格差の拡大
経済危機

環境汚染
自然災害

共同議長・緒方貞子さんの提言

　2001年に森喜朗首相の提案から創設さ
れた「人間の安全保障委員会」の共同議長
として、国連難民高等弁務官を退任した緒
方貞子さんが就任し、人間の安全保障の概
念構築と国際社会が取り組むべき方策につ
いて提言した。安全保障の焦点を国家から
人々へと拡大し、包括的な取り組みが必要で
あると強調。人間の安全保障は、「人間の生
にとってかけがえのない中枢部分を守り、す
べての人の自由と可能性を実現すること」と
定義した。その後、2003年10月に緒方さんは
JICA理事長に就任した。

写真提供 ： 阿部雄介

紛争・テロ
難民の増加、難民状態の長期化
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出典 ： 国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）の資料をもとに作成。

7,950万人
故郷を追われた人の数（2019年末時点）気候変動

地球温暖化の進行
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出典 ： 世界気象機関（WMO）の資料をもとに作成。

デジタル格差
インターネットアクセスの状況
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出典 ： 国連経済社会局（UNDESA）の資料をもとに作成。

先進国と途上国間にある大きな格差

激
化
す
る
自
然
災
害
、
デ
ジ
タ
ル
格
差

の
拡
大
、
科
学
技
術
の
進
歩
が
社
会
に

与
え
る
影
響
、
自
由
・
権
利
の
抑
圧
な

ど
、
新
し
い
脅
威
も
増
え
て
複
雑
化
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
脅
威
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
〝
恐
怖
〞
と
〝
欠
乏
〞

か
ら
す
べ
て
の
人
が
自
由
に
な
り
、
尊

厳
を
も
っ
て
生
き
る
社
会
を
実
現
す
る

の
が
、
J
I
C
A
の
目
指
す
人
間
の

安
全
保
障
で
あ
る
。

新
時
代
の
課
題
へ
の
対
応

　
J
I
C
A
は
こ
う
し
た
新
し
い
時

代
に
対
応
し
た
人
間
の
安
全
保
障
の
重

要
性
と
そ
の
あ
り
方
を
確
認
し
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

人
間
の
安
全
保
障
の
考
え
が
登
場
し
た

1
9
9
0
年
代
に
は
地
域
紛
争
が
多

発
し
、
難
民
・
避
難
民
が
急
増
し
た
た

め
、
人
間
の
安
全
保
障
は
そ
の
よ
う
な

文
脈
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
紛
争
の
再
発
を
予
防
す
る
に
は
、

和
解
の
文
化
を
育
む
こ
と
や
法
の
支
配

を
確
立
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。
ま

た
、
人
が
尊
厳
あ
る
生
き
方
を
実
現
す

る
に
は
、
貧
困
、
保
健
、
教
育
の
改
善

も
不
可
欠
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
公
衆

衛
生
に
つ
な
が
る
水
、
道
路
や
電
力
と

い
っ
た
基
礎
イ
ン
フ
ラ
も
必
要
に
な
る
。

今
の
時
代
に
は
、
頻
発
す
る
自
然
災
害

か
ら
人
々
を
守
る
防
災
や
、
よ
り
質
の

高
い
教
育
と
人
材
育
成
な
ど
を
通
じ
て

デ
ジ
タ
ル
格
差
に
も
対
応
し
な
け
れ
ば
、

人
間
の
安
全
保
障
を
実
現
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

恐
怖
と
欠
乏
を
も
た
ら
す

さ
ま
ざ
ま
な
脅
威

「
人
間
の
安
全
保
障
（H

um
an 

Security

）」
は
、
1
9
9
4
年
に
国

連
開
発
計
画
（
U
N
D
P
）
が
「
人
間

開
発
報
告
書
」
で
取
り
上
げ
て
注
目
さ

れ
た
考
え
方
だ
。
2
0
0
3
年
に
は

国
連
人
間
の
安
全
保
障
委
員
会
が
報
告

書
「H

um
an Security N

ow

（
安
全

保
障
の
今
日
的
課
題
）」
を
ま
と
め
、

そ
の
共
同
議
長
の
ひ
と
り
だ
っ
た
緒
方

貞
子
さ
ん
が
J
I
C
A
理
事
長
と

な
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
J
I
C
A
は

人
間
の
安
全
保
障
の
実
現
を
目
指
し
て

国
際
協
力
を
実
施
し
て
い
る
。

　
人
間
の
安
全
保
障
が
注
目
さ
れ
て
25

年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
そ
の
重
要
性

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
多
く

の
人
た
ち
の
命
を
も
脅
か
す
〝
脅
威
〞

と
し
て
私
た
ち
の
前
に
現
れ
た
。
コ
ロ

ナ
危
機
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
人
が
増
え
た
う
え
、
以
前
か

ら
社
会
・
経
済
的
な
困
難
に
直
面
し
て

い
た
人
々
は
よ
り
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
。
感
染
症
以
外
に
も
、
紛
争
や

テ
ロ
、
民
族
・
宗
教
的
少
数
者
へ
の
差

別
や
抑
圧
、
貧
困
、
栄
養
不
良
な
ど
、

人
々
の
〝
命
、
暮
ら
し
、
尊
厳
〞
に
対

す
る
脅
威
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
最
近
に
な
っ
て
貧
富
の
格
差
の

拡
大
、
非
感
染
性
疾
患
の
増
加
や
高
齢

化
が
も
た
ら
す
保
健
や
社
会
保
障
制
度

上
の
課
題
、気
候
変
動
の
影
響
で
頻
発
・

　
一
方
、
新
し
い
時
代
だ
か
ら
こ
そ
新

し
い
解
決
方
法
も
増
え
て
い
る
。
I
T

を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
多
様

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
協
力
に
よ
っ
て
、

過
去
に
は
解
決
が
難
し
か
っ
た
課
題
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、
難
民
・
避
難
民
の
母
子
の

健
康
を
守
る
た
め
の
母
子
手
帳
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
に
な
っ
て
使

い
勝
手
が
よ
く
な
っ
た
り
、
遠
隔
地
へ

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
ド
ロ
ー
ン
が
使
わ
れ
た
り
、
新
し
く

生
ま
れ
た
解
決
策
が
人
間
の
安
全
保
障

を
実
現
す
る
後
押
し
と
な
っ
て
い
る
。

“命、暮らし、尊厳”を守る
多様化する   脅威に対応

新時代の人間の安全保障
すべての人に安全と尊厳を
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人々の“命、暮らし、尊厳”を
守ることに貢献すること

新時代の安全保障の実現に向けて

人々が自らの可能性を
追求できるように、

人・組織・社会の能力強化
（エンパワメント）に協力すること
　脅威に晒された人 を々保護の対象としてだけでなく、将来
の“開発の担い手”ととらえ、人々が自ら脅威に対処できる能力
を伸ばせるように、個人・組織・社会全体のそれぞれのレベル
で能力強化に取り組む。

多様な脅威に対抗できる
強靭な社会（システム）の
実現に貢献すること

　さまざまな脅威による被害をできるだけ抑える
ため、危機の発生を予防し、危機が起きたときに
対処できるシステムを整え、強靱な社会を創る。

行動原則

新しい課題には
新しい解決方法を

　途上国の人々への新しい脅威が生まれ
る一方、新しい解決方法も生まれている。ICT
（情報通信技術）の活用等によるイノベー
ションや、新しいパートナーとの協力を積極
的に活用して課題を解決していく。

　人 を々取り巻く多様な脅威は密接につながって
いるので、貧困・保健・衛生・教育等の分野ごとにば
らばらの対応ではなく、分野を超えた取り組みが必
要になる。そのためにそれぞれに得意分野をもつ多
様なアクターとの連携が求められる。

マルチセクター・
マルチアクターで取り組む

　“命、暮らし、尊厳”を守る視点で、最も厳し
い脅威から順に、人 が々直面している危機、あ
るいは、危機に晒される可能性が高い人々に
着目する。国単位だけでなく、脅威に晒された
人々の課題解決のための協力を考えていく。

脆弱層の視点に
立った協力を

保護と能力強化を
組み合わせる

　政府が人 を々さまざまな脅威から“保護”する
と同時に、人々が自ら問題を解決していけるよ
う、地域社会・人々の“能力強化”を組み合わせ
る。中央・地方政府と地域社会・住民の関係を
築き、自由と尊厳が守られる社会を目指す。

予防の重視を
　防災、保健・衛生、紛争などあら
ゆる分野で“予防”の考え方を重
視する。開発はつねに右肩上がり
では進まないので、さまざまな脅威
によって人々の状況が悪化する
可能性（ダウンサイドリスク）を理解
し、事前の予防を重視する。

おもな手法（アプローチ）

写真提供 ： 吉田亮人

宗
教
や
民
族
の
違
い
を
超
え
た
相
互
理

解
や
和
解
の
文
化
を
育
て
る
。
堤
防
の

建
設
や
予
報
の
精
度
向
上
、
避
難
訓
練

な
ど
で
自
然
災
害
が
起
き
た
と
き
に
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
仕
組
み
を
つ

く
っ
て
お
く
。
こ
う
し
て
、
何
か
脅
威

に
襲
わ
れ
た
と
き
に
、
被
害
を
小
さ
く

し
て
早
期
に
立
ち
直
れ
る
よ
う
な
社
会

を
創
る
こ
と
が
、
人
々
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。

J
I
C
A
の
協
力
の
形

　
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
J
I
C
A

の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
の
中
に
形
と
な
っ

て
表
れ
て
い
る
。
国
単
位
に
加
え
て
、

そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
の
人
に
焦
点

を
当
て
て
最
も
深
刻
な
脅
威
か
ら
順
に

見
る
と
、〝
命
、
暮
ら
し
、
尊
厳
〞
を

危
う
く
す
る
脅
威
に
晒
さ
れ
て
い
る

人
々
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
こ
う
し
た

人
々
の
視
点
に
立
っ
た
協
力
が
求
め
ら

れ
る
。
人
々
の
自
由
と
尊
厳
を
守
る
た

め
に
、
社
会
全
体
と
国
際
社
会
の
協
力

に
よ
っ
て
、
人
々
を
脅
威
か
ら
保
護
す

る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
人
・
組
織
・
社

会
が
助
け
合
う
た
め
の
能
力
や
制
度
を

強
化
す
る
こ
と
が
不
可
欠
に
な
る
。

二
つ
の
行
動
指
針

　
一
人
ひ
と
り
の
〝
命
、
暮
ら
し
、
尊

厳
〞
を
守
り
、
人
間
の
安
全
保
障
を
実

現
す
る
た
め
、
J
I
C
A
は
二
つ
の

指
針
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は

〝
人
々
が
自
ら
の
可
能
性
を
追
求
で
き

る
よ
う
に
、
人
・
組
織
・
社
会
の
能
力

強
化
（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
）
を
支
援
〞

す
る
こ
と
。
一
人
ひ
と
り
の
人
間
は
、

脅
威
か
ら
守
ら
れ
る
だ
け
の
弱
い
存
在

で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
に
、
社
会
の

た
め
に
行
動
す
る
力
を
も
っ
て
い
る
。

途
上
国
の
人
々
を
支
援
の
対
象
と
し
て

見
る
の
で
は
な
く
、〝
開
発
の
担
い
手
〞

と
し
て
自
ら
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

必
要
な
能
力
を
伸
ば
し
、
個
人
お
よ
び

所
属
す
る
組
織
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
可

能
性
を
広
げ
る
た
め
の
協
力
を
行
う
こ

と
を
重
視
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、〝
多
様
な
脅
威
に
対

し
て
強
靭
な
社
会
（
シ
ス
テ
ム
）
を
創

る
〞
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
に
〝
予
防
〞

を
重
視
し
て
い
る
。
感
染
症
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
、
手
洗
い
や
マ
ス
ク
な
ど

の
予
防
に
取
り
組
む
。
紛
争
の
再
発
を

防
ぐ
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
通
じ
て

　
人
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
る
た
め
に

は
、
十
分
な
栄
養
や
教
育
、
衛
生
的
な

環
境
、
一
定
程
度
の
経
済
力
や
社
会
保

障
、
法
の
支
配
の
確
立
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
条
件
が
必
要
だ
。
貧
困
、
保
健
、

衛
生
、
教
育
な
ど
の
複
数
の
課
題
が
、

た
が
い
に
重
な
り
合
っ
て
人
々
の
自
由

や
可
能
性
を
奪
う
。
し
た
が
っ
て
人
間

の
安
全
保
障
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

分
野
ご
と
に
解
決
策
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
自
由
や
尊
厳
を
奪
う
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
に
対
応
す
る
複
合
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
、
多
数
の
分
野
に
知
見
が

あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
家
や
組
織
と
の

協
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
国
際
社
会
は
協
力
し
て
S
D
G
s

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
達
成
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
J
I
C
A
は
そ

の
な
か
で
も
人
間
の
安
全
保
障
を
指
針

に
、
一
人
ひ
と
り
に
焦
点
を
当
て
、
自

ら
の
力
で
課
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

人
々
の
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
協
力

し
、
新
た
な
課
題
を
含
む
多
様
な
脅
威

に
対
応
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
貢
献

し
て
い
く
。

詳しくは
こちらから 人間の安全保障 の実現のために

予防のための人  づくり・仕組みづくり

新時代の人間の安全保障
すべての人に安全と尊厳を
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